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背景

 多くの国民が「まん防・緊急事態宣言・時短要請」にどのくらいの感染抑制効果があるのかに関心

 これら行動制限政策は国民の生活に直接的に影響を与える

 短期的にだけではなく、中長期的に国民の生活・日本社会に影響を与える

 本資料では、行動制限政策に関する既存の分析・研究、これまでの日本の経験を整理

 そして、これら研究に基づいて現時点での行動制限政策の効果について暫定的に評価
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重要ポイント

 行動制限政策の感染抑制効果を測定することは困難

 何故？

 「人と人との接触」と「感染」の同時決定性

 人と人との接触機会が多くなると、感染は拡大する

 同時に、感染が拡大し医療逼迫・社会機能不全が起きると、人々は自主的に接触機会を減少させる

 既存の研究・これまでの日本の経験は後者のチャネルの重要性を示唆

 行動制限政策はタイミングよく発動されれば、人々の自主的な行動変容による感染抑制効果を増幅させるこ
とが出来るかもしれない

 後者のチャネルをより効果的に感染抑制に活かしたいのならば、より正確な情報提供が重要

 国民の意見形成・政策現場の意思決定に重要な数字がより広く認知されることが望ましい
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同時決定性



52021年10月11日藤井仲田Zoom説明会：飲食店規制の感染への影響：因果推論（一橋大学・高久玲央）
https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/Takaku_CausalEffects.pptx
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同時決定性があるときの分析手法

 ここ数十年の経済学は、「同時決定性がある中でどのように政策の効果を推定するか」という問題に対して様々
な解決方法を提示してきた

 ランダム化比較試験・自然実験・期待に関するデータの使用・構造モデル推定

 経済学研究の大半はこの問題の解決手法の開発・そういった手法の応用であると言ってもよいほど、経済学において「同
時決定性」というテーマはど真ん中

 2011年のノーベル経済学賞は「マクロ経済での政策効果」の分野での貢献者

 ノーベル経済学賞にサージェント氏とシムズ氏 政策効果の解明に貢献：https://www.nikkei.com/article/DGKDZO35723490Z11C11A0KE8000/

 2021年のノーベル経済学賞は「自然実験」の分野での貢献者

 ノーベル経済学賞に米3氏 「自然実験」で因果関係推定：https://www.rieti.go.jp/jp/papers/contribution/kawaguchi/11.html

 経済学から誕生した因果推論手法は様々な分野に浸透している

 例：疫学研究

 国立感染症研究所 実地疫学専門家養成コース（FETP）

 「疫学研究ー習得項目ー：因果関係推論を行える」

 https://www.niid.go.jp/niid/ja/fetp.html

 「因果関係」と「相関関係」の違い

 （9月27日）コロナ感染と人流の相関関係：https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/FujiiNakata_Mobility_Slides_20210927.pdf
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同時決定性があるときの分析手法

 こういった同時決定性を考慮した分析には時間がかかる、解釈に関する合意形成にも時間がかかる

 そのため、危機の際にはこういった分析の役割は限定的にならざるを得ない

 平常時でも、こういった分析の役割は多くの政策決定の現場では限定的

 分野にもよるが、金融政策・財政政策等のマクロ政策の現場では非常に限定的

 マクロ現象に関しては「同時決定性」を適切に考慮することが非常に困難

 しかしながら、「同時決定性を考慮していない分析の結果を解釈して政策含意を導く段階において、同時決定性を
頭の中に入れておくこと」、「限界はあるけれども同時決定性を考慮した分析を提供すること」は重要だと言える
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既存のデータ分析
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日本での行動制限に関する既存のデータ分析
 同時決定性の考慮を試みていない分析

 国立感染症研究所・厚労省アドバイザリーボードデータ解析チーム（2021）：「まん延防止等重点措置と緊急事態宣言が新型コロナウイルス感染症の流行動態に及ぼし
た効果に関する定量的評価（暫定版） 」

 https://www.niid.go.jp/niid/ja/diseases/ka/corona-virus/2019-ncov/2484-idsc/10437-covid19-47.html

 一般向け解説： https://news.yahoo.co.jp/articles/c5c0e5962ec5de9afb24803aba31912f2d90faff

 同時決定性の考慮を試みている分析

 Watanabe and Yabu （2021）: Japan’s Voluntary Lockdown

 https://journals.plos.org/plosone/article?id=10.1371/journal.pone.0252468

 日本語での一般向け解説：https://www.nikkei.com/article/DGXMZO66050580Q0A111C2000000/、

https://mainichi.jp/articles/20210109/k00/00m/040/086000c、https://www.tokyo-np.co.jp/article/78186、https://koken-publication.com/archives/832

 「令和3年度年次経済財政報告：コラム1-1」はWatanabe-Yabu分析を最新のデータを使用して更新：https://www5.cao.go.jp/j-j/wp/wp-je21/pdf/p01011.pdf

 日本語での一般向け解説： https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA22CFW0S1A920C2000000/

 Reo Takaku et al. SARS-CoV-2 Suppression and Early Closure of Bars and Restaurants : A Longitudinal Natural Experiment

 https://www.medrxiv.org/content/10.1101/2021.08.07.21261741v1.article-metrics

 日本語での一般向け解説： https://www.news-postseven.com/archives/20211009_1697745.html/2、 https://weekly-economist.mainichi.jp/articles/20211026/se1/00m/020/004000c

 非常にシンプルだが「恐怖心から感染減少」と整合的な分析結果

 Jung, Endo, Akhmetzhanov, and Nishiura (2021): Predicting the effective reproduction number of COVID-19: inference using human mobility, temperature, and risk awareness

 https://www.ijidonline.com/article/S1201-9712(21)00794-3/fulltext

 藤井仲田（10月25日）：東京での感染減少の要因:定量分析

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/FujiiNakata_SharpDecline_Slides_20211025.pdf
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国立感染症研究所（２０２１）
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Watanabe and Yabu (2021)

効果小さい緊急事態宣言 情報提供が大切（日経）

日米のステイホーム（公研）

新型コロナ下の自粛行動、政府の宣言より感染者数が左右（日経）
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Takaku et al. (2021)
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日本での経験
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東京での第5波における経験

 緊急事態宣言発令（7月12日）後、感染は急拡大

 7月後半・8月前半に医療逼迫が深刻化してから急速に感染減少

 藤井仲田「東京での感染減少要因：定量分析」

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/FujiiNakata_SharpDecline_Slides_20211025.pdf

 短縮版：https://www.covid19-ai.jp/ja-jp/presentation/2021_rq3_countermeasures_simulation/articles/article180/

 一般向け解説： https://toyokeizai.net/articles/-/464336

 現役世代へのワクチン接種普及だけでは、感染減少のタイミングと急速さは説明しにくいことを指摘

 8月前半の様々な見通しは、ワクチン接種を考慮していても8月後半からの感染急減少は予見できていなかった

 「（11月19日）第6波に向けた分析体制の構築―8月12日の分科会「人流5割削減」提案からの教訓―」

 https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/FujiiNakata_0812Review_20211119.pdf

 一般向け解説： https://covid19outputjapan.github.io/JP/files/Nakata_0812ReviewArticle_20211119.pdf

 SNSデータ、病床使用率と感染の過去の相関関係から、医療逼迫によって人々の行動が変容した可能性を指摘
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東京での第5波における経験



 火曜日に分析更新・Zoom説明会：https://Covid19OutputJapan.github.io/JP/

 参考資料：https://covid19outputjapan.github.io/JP/resources.html

 Zoom説明会動画：https://covid19outputjapan.github.io/JP/recording.html

 経済セミナー連載

 https://note.com/keisemi/n/n9d8f9c9b72af、https://note.com/keisemi/n/n7f38099d0fa2

 https://note.com/keisemi/n/nd1a6da98f00e 、https://note.com/keisemi/n/n430f8178c663

 論文：https://link.springer.com/article/10.1007%2Fs42973-021-00098-4

 Twitter: https://twitter.com/NakataTaisuke

 質問・分析のリクエスト等

 taisuke.nakata@e.u-tokyo.ac.jp
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